


　

組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、
ご
家
族
で

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５

類
に
移
行
さ
れ
、
今
ま
で
規
制
を
受
け

て
い
た
生
活
環
境
も
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、

コ
ロ
ナ
前
の
日
常
が
戻
っ
て
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
盛
況

で
、
観
光
地
で
は
外
国
人
の
姿
も
多
く

見
ら
れ
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

一
方
、
温
暖
化
の
影
響
か
今
年
の
夏

は
異
常
な
暑
さ
が
続
き
、
夏
日
の
日
数

は
過
去
最
高
を
記
録
す
る
な
ど
各
地
で

影
響
が
出
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
昨
年
は
Ｗ
Ｂ
Ｃ
（
ワ
ー

ル
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
）
侍

ジ
ャ
パ
ン
の
世
界
一
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
男
子
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
パ
リ
五
輪

出
場
権
の
自
力
獲
得
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
38
年
ぶ
り
の
日
本
一
な
ど
ス
ポ
ー

ツ
界
で
私
た
ち
を
喜
ば
せ
て
く
れ
る

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
、
ま
た
将
棋
界
で
は

藤
井
聡
太
八
冠
誕
生
と
い
っ
た
明
る
い

話
題
も
あ
り
、
夢
と
勇
気
を
も
ら
っ
た

気
が
し
ま
す
。

　

当
組
合
で
は
風
通
し
の
良
い
職
場
づ

く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
組
合
員
・
利

用
者
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、
必
要
と
さ

れ
信
頼
さ
れ
る
農
協
を
目
指
し
て
事
業

運
営
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
度
も

ほ
ぼ
計
画
通
り
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
子
会
社
で
あ
り
ま
す
㈱
Ｊ
Ａ

べ
っ
ぷ
日
出
で
も
福
祉
、
葬
祭
事
業
で

は
お
客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
で
あ
る
竜
に
は
「
竜
の

水
を
得
る
如
し
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が

あ
り
ま
す
。
竜
が
水
を
得
て
昇
天
す
る

よ
う
に
、
今
ま
で
よ
り
も
一
層
勢
い
を

得
て
活
躍
す
る
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で

す
。

　

組
合
員
の
皆
様
方
が
一
層
の
勢
い
を

得
て
大
い
に
活
躍
で
き
る
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
さ
ら
に
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

重
ね
て
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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謹
ん
で 

新
年
の
ご
挨
拶
を

　
　

申
し
上
げ
ま
す

べ
っ
ぷ
日
出
農
業
協
同
組
合

　

代
表
理
事
組
合
長　

㈱
Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出

　

代
表
取
締
役
社
長

　

佐
藤　

隆
博

べ
っ
ぷ
日
出
農
業
協
同
組
合

　

代
表
理
事
副
組
合
長　

㈱
Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出

　

取
締
役
副
社
長

　

村
井　

栄
一
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日
出
町
大
神
で
ハ
ウ
ス
み
か
ん
３
棟
（
約

４０
㌃
）
と
ハ
ウ
ス
デ
コ
ポ
ン
１
棟
（
約
１０
㌃
）

を
栽
培
す
る
森
脇
真
也
さ
ん
に
お
話
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

　

取
材
に
訪
れ
た
11
月
末
は
、
デ
コ
ポ
ン
の

収
穫
真
っ
只
中
で
し
た
。
一
方
ハ
ウ
ス
み
か

ん
の
樹
に
は
、
た
く
さ
ん
の
蕾
が
付
き
、
開

花
し
始
め
て
い
ま
し
た
。

　

森
脇
さ
ん
は
、
22
年
前
に
県
外
で
勤
め
て

い
た
会
社
を
退
職
し
、
実
家
の
農
業
を
継
ぐ

た
め
就
農
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
お
父
様
の

貞
夫
さ
ん
（
82
）
と
弟
の
史
郎
さ
ん
（
48
）

の
３
人
で
農
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ウ
ス
内
に
設
置
し
た
加
温
機
で
温
度
管

理
を
す
る
加
温
栽
培
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

加
温
す
る
時
期
や
温
度
の
見
極
め
が
栽
培
す

る
う
え
で
特
に
重
要
だ
と
い
い
ま
す
。
ハ
ウ

ス
み
か
ん
の
場
合
は
、
11
月
上
旬
頃
か
ら
５

月
上
旬
頃
ま
で
加
温
す
る
ら
し
く
、
こ
の
間

の
温
度
管
理
の
判
断
を
誤
る
と
出
来
栄
え
に

響
い
て
く
る
た
め
神
経
を
使
う
そ
う
で
す
。

今
で
は
、
経
験
等
か
ら
失
敗
す
る
こ
と
は
ほ

ぼ
な
い
そ
う
で
す
が
、
現
在
の
確
立
し
た
栽

培
法
に
落
ち
着
く
ま
で
に
は
「
自
分
な
り
に

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
き
た
」
と
話
し
ま

す
。
今
で
も
定
期
的
に
視
察
に
行
く
な
ど
し

て
学
ん
で
い
る
そ
う
で
、
そ
う
し
て
学
ん
だ

こ
と
を
実
践
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
楽
し

い
と
の
こ
と
。
そ
し
て
「
少
し
で
も
高
値
で

取
引
さ
れ
る
と
や
り
が
い
に
つ
な
が
る
し
、

な
に
よ
り
お
客
様
に
日
出
産
の
み
か
ん
は
美

味
し
い
と
言
っ
て
満
足
し
て
い
だ
だ
け
る
こ

と
が
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

約
30
年
前
は
50
名
ほ
ど
い
た
日
出
町
の
ハ

ウ
ス
み
か
ん
の
生
産
者
は
、
現
在
２
名
の

み
で
、
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。
年
間
約

２
１
㌧
を
出
荷
す
る
森
脇
さ
ん
は
、
日
出
町

の
貴
重
な
生
産
者
の
一
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
今
年
度
か
ら
日

出
町
と
連
携
し
ハ
ウ
ス
み
か
ん
の
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
を
開
講
し
現
在
２
名
が
受

講
し
て
い
ま
す
。
森
脇
さ
ん
は
就
農
コ
ー
チ

と
し
て
自
身
の
圃
場
で
生
徒
の
技
術
指
導
等

を
行
い
、
担
い
手
の
育
成
に
も
力
を
注
い
で

い
ま
す
。
教
え
る
う
え
で
心
が
け
て
い
る
の

は
「
自
ら
培
っ
た
も
の
を
惜
し
み
な
く
、
で

き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
」
だ

と
言
い
ま
す
。
そ
う
し
た
森
脇
さ
ん
の
姿
勢

か
ら
は
、
日
出
町
の
特
産
で
あ
る
柑
橘
栽
培

を
次
代
に
残
し
た
い
と
い
う
切
実
な
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
生
徒
ら
は
２
年
間
の
研

修
期
間
を
経
て
来
年
の
４
月
か
ら
日
出
町
内

で
就
農
す
る
予
定
で
す
。
研
修
生
の
西
本
悠

恭
さ
ん
（
34
）
と
野
尻
新
之
輔
さ
ん
（
31
）
は
、

「
不
安
も
あ
る
が
楽
し
い
。
技
術
を
し
っ
か
り

受
け
継
ぎ
、
農
業
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
し

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
※ 

７
ペ
ー
ジ
に

ペ
ー
ジ
に

日出町大神

 森脇 真也さん (50)

　「ＪＡべっぷ日出ハウスみかん部会」会長　

　「ＪＡべっぷ日出柑橘研究会」会計

　「ＪＡべっぷ日出デコポン部会」所属

ハ
ウ
ス
み
か
ん
と
ハ
ウ
ス
デ
コ
ポ
ン
を
栽
培

ハ
ウ
ス
み
か
ん
と
ハ
ウ
ス
デ
コ
ポ
ン
を
栽
培

若
き
担
い
手
の
育
成
に
も
貢
献

若
き
担
い
手
の
育
成
に
も
貢
献

日出町のハウスみかんを
次世代へ残し、
地元を盛り上げたい

森脇真也さん（左）とファーマーズスクールの研修生の西本悠恭さん（中）と野尻新之輔さん（右）



　

日
出
町
の
「
ひ
じ
産
業
文
化
ま
つ
り
」
が
10
月
28
日
、
29
日
の
両
日
、
町
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
５
類
移
行
に
よ
り
４
年
ぶ
り
に
以
前

と
同
じ
規
模
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

農
産
物
や
海
産
物
の
ほ
か
、
飲
食

な
ど
を
販
売
す
る
42
の
ブ
ー
ス
が

出
店
し
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
当
組
合
は
、
旬
の
野

菜
や
加
工
品
、
み
か
ん
の
詰
め
放

題
な
ど
を
販
売
。
日
出
女
性
組
織

も
お
こ
わ
や
お
饅
頭
な
ど
を
販
売

し
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
購
入
い

た
だ
き
ま
し
た
。

初
日
に
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
各

部
門
の
功
労
者
表
彰
の
授
賞
式
が

あ
り
、
農
業
部
門
か
ら
は
、
酪
農

を
営
み
日
出
町
の
畜
産
振
興
に
寄

与
し
て
き
た
梅
津
拓
二
さ
ん
、
農

漁
村
女
性
集
団
連
絡
協
議
会
会
長
及
び
当
組
合
の
日
出

女
性
部
代
表
を
務
め
る
な
ど
農
村
地
域
の
振
興
に
多
大

な
貢
献
を
し
て
き
た
大
塚
弘
子
さ
ん
、
そ
し
て
真
那
井

地
区
の
耕
作
放
棄
地
対
策
を
目
的
と
し
た
集
落
営
農
組

織
を
２
０
１
６
年
に
設
立
し
た
㈱
Ｆ
Ａ
真
那
井
が
授
賞

し
ま
し
た
。
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「
第
38
回
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
大
分
年
金
友
の
会

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
11
月
21
日
、
七
瀬

川
自
然
公
園
で
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
Ｊ
Ａ
口
座
へ

年
金
受
取
を
指
定
し
て
い
る
年
金
友
の

会
会
員
を
対
象
に
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
大
分

が
会
員
同
士
の
親
睦
と
融
和
、
健
康
増

進
を
図
る
た
め
地
域
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

種
目
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
、
県
内
か
ら

１
５
８
名
の
会
員
が
参
加
。
当
組
合
か
ら
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
12

名
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
19
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
総
合
の
部
で
は
、児
玉
清
志
さ
ん
（
86
・
豊
岡
）

が
、
ス
コ
ア
51
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
３
位
に
は
一
宮

考
男
さ
ん
（
87
・
豊
岡
）、
５
位
に
は
濱
田
安
則
さ
ん
（
85
・
豊
岡
）

が
入
賞
し
、
好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

ニュース＆トピックス

当組合のブースではみかんの
詰め放題が大人気でした。

表彰を受ける梅津拓二さん㈱ＦＡ真那井の代表取締役社長の
渡邉数文さん（当組合理事）

日出女性組織代表の大塚弘子さん

右からグラウンドゴルフ総合の部で優勝した
児玉さん、3位の一宮さん、5位の濱田さん

ゲートボールに出場した別府チーム（右）と日出チーム（左）の競技風景

　
「
ひ
じ
産
業
文
化
ま
つ
り
」

　
「
ひ
じ
産
業
文
化
ま
つ
り
」

町
功
労
者
表
彰
に

町
功
労
者
表
彰
に 

梅
津
拓
二

梅
津
拓
二
さ
ん
さ
ん
、
大
塚
弘
子

、
大
塚
弘
子
さ
ん
さ
ん

㈱
Ｆ
Ａ
真
那
井
が
授
賞

㈱
Ｆ
Ａ
真
那
井
が
授
賞

「
年
金
友
の
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

「
年
金
友
の
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

児
玉
清
志

児
玉
清
志
さ
ん
さ
ん
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
総
合
優
勝

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
総
合
優
勝
‼

ニュースニュース
トピックストピックス
＆

た
ま
ご
自
販
機

た
ま
ご
自
販
機 　
「旬
の
館
」
日
出
店
に
設
置

　
「旬
の
館
」
日
出
店
に
設
置

　

㈲
鈴
木
養
鶏
場
が
販
売
す
る
「
豊
の
米
卵
」
の
自
動
販

売
機
が
12
月
１
日
に
「
旬
の
館
」
日
出
店
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。「
豊
の
米
卵
」
は
、ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
Ａ
Ｗ
（
ア

ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
）
鶏
舎
で
、
大
分
県
産
米
を
含
む

飼
料
を
食
べ
さ
せ
て
育
て
た
こ
だ
わ
り
の
有
精
卵
で
す
。

こ
の
自
販
機
で
は
、「
ち
び
た
ま
」
と
「
こ
だ
ま
ち
ゃ
ん
」

を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
鈴
木
養
鶏
場
が
こ
れ
ま

で
の
技
術
を
す
べ
て
注
ぎ
込
ん
だ
最
高
級
卵
を
是
非
お
試

し
下
さ
い
。　



　

別
府
市
の
野
口
原
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

で
11
月
４
日
、
別
府
市
内
の
各
種
７
団

体
が
参
加
す
る
「
第
47
回
七
者
親
睦
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
４
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
組
合
か
ら
は
佐
藤

組
合
長
を
は
じ
め
、
お
も
に
40
歳
以
上

の
役
職
員
18
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
１

回
戦
は
、
大
分
県
建
設
業
協
会
別
府
支

部
に
17
対
11
で
大
勝
。
準
決
勝
で
は
大

分
県
電
気
工
事
業

工
業
組
合
別
府
支

部
と
対
戦
し
、
11
対
5
で
決
勝
へ
進
出
し

ま
し
た
が
、
決
勝
戦
で
別
府
市
役
所
部
課

長
会
に
９
対
12
で
敗
退
し
惜
し
く
も
優
勝

を
逃
し
ま
し
た
。　

　

当
組
合
が
主
催
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で
い
た

だ
い
た
寄
附
金
の
う
ち
合
計
16
万
３
千
５
百
円
を
、
12
月
14
日

に
別
府
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
同
月
15
日
に
日
出
町
へ
寄
附
し

ま
し
た
。
寄
附
金
は
、
第
16
回
Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出
杯
シ
ニ
ア
ゴ

ル
フ
大
会
（
参
加
者
１
９
５
名
）
と

第
１
４
７
回
Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出
ゴ
ル
フ

友
の
会
（
参
加
者
１
３
２
名
）
で
集

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

別
府
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
附
は
、
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
が

８
回
目
（
累
計
７
５
万
８
千
５
百
円
）、
ゴ
ル
フ
友
の
会
が
２０
回

目
（
累
計
１
１
８
万
１
千
７
９
８
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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令
和
５
年
度
東
山
地
区
農
産
品
評
会
が
12
月
７
日
、
東

山
幼
小
中
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
品
評
会

は
、
東
山
地
区
公
民
館
の
主
催
で
東
山
地
区
農
産
品
の
質

の
向
上
、
地
区
農
業
の
振
興
と
活
性
化
の
た
め
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
立
派
な
農
産
物
や
加
工
品
１
３
７
点
が
並
び

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
金
賞
15
点
、
銀
賞
25
点
、
銅
賞
35

点
が
選
ば
れ
、
さ
ら
に
金
賞
の
中
か
ら
副
賞
と
し
て
７
点

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
の
長
野
恭
紘
市
長
は
「
私
た
ち
の
生
活
の
根
幹
で

あ
る
食
を
支
え
て
い
る
農
業
者
の
皆
様
に
感
謝
し
、
東
山
地
区
の
益
々
の
発
展

を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
村
井
副
組
合
長
は
「
こ
れ

か
ら
も
農
地
を
守
り
、
生
産
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。　

ニュース＆トピックス

「
七
者
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
で
準
優
勝

「
七
者
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
で
準
優
勝

審査をする道西職員
（右）と田原職員（中）

特別賞に選ばれた農産物や加工品

永松遼真さん（右）と大野大空
さんがホームラン賞を獲得。

敢闘賞には藤内稔紘
さんが選ばれました。

ヒットを打つ佐藤組合長

社会福祉協議会の釜堀秀樹常務理事
（右）へ寄附金を手渡すゴルフ友の会
の長野民雄会長

本田博文町長（左）へ寄附金を手渡す
村井副組合長

組合長賞を授賞した田中さんへ賞品
の鍬を渡す村井副組合長

市長賞を授賞した斉藤さんへ賞状を
渡す長野市長

社
協
と
日
出
町
へ

社
協
と
日
出
町
へ
ゴ
ル
フ
大
会
の
浄
財
を

ゴ
ル
フ
大
会
の
浄
財
を
寄
附
寄
附

東
山
地
区
農
産
品
評
会
開
催

東
山
地
区
農
産
品
評
会
開
催

【特別賞（副賞）】※金賞 15 点の中より選出

【出品点数】

野 　 　 菜
果 　 　 物
加  工  品
園芸その他
総 計

 74 点

 11 点
 50 点
  2 点
137 点

副賞名 品名 受賞者

別 府 市 長 賞 キ ャ ベ ツ 斉 藤　 朱 美

別 府 市 議 会 議 長 賞 ピ ー マ ン 味 噌 斉 藤　 朱 美

別 府 市 教 育 長 賞 は や と う り 中 島　 一 志

別府市農業委員会会長賞 しいたけ加工品 田 中　 明 子

ＪＡべっぷ日出組合長賞 水 菜 田 中　 留 美

園芸組合連合会会長賞 大 根 三 浦　 タ ツ エ

東山地区公民館館長賞 生姜・昆布ちりめん佃煮 大 野　 美恵子



佐藤組合長（右）より別府市社会福祉
協議会の釜堀秀樹常務理事（左）へ贈
呈を行いました。　

村井副組合長より（左）日出町社会福
祉協議会の藤本常務理事（右）へ贈呈
を行いました。　

約 20kg
出荷用
約 20kg
出荷用

募集内容

お問合せ先

コンテナコンテナ皆様の不要になった

を必要としています！

柑橘野菜選果場　TEL0977-72-2251（担当：村田）

　別府市社会福祉協議会が行っている「温もりセッ
ト定期便」を支援するため、12月に別府市産の玄
米30㌔･14袋を寄贈しました。2月にも同数量を
届ける予定で、合計840㌔を贈呈します。
　「温もりセット定期便」は、ひとり親家庭を対象
に食料品を6月か
ら2ヶ月に1回無料配布
するもので、地域で課題
を抱えた家庭とつながる
役割も担っています。
　

　営農企画経済課では、地域の農業従事者を支援するため堆肥等
を搬入できるショベルローダ－を購入しました。
　肥料価格が、世界的な世情不安の影響で上昇し続けている事か
らコスト削減を目指し、土壌診断を行い、その後堆肥散布を行う
事で「組合員の農業経営の維持」を図ることを目指しています。

　12月 15日に日出町社会福祉協議会へ新米の
「なつほのか」30㌔・20袋を贈りました。
町保険福祉センターで行われた贈呈式には、村井
副組合長が出席。同社協の藤本英示常務理事は「い
ただいたお米は、食品や日用品を無料で配布する
「フードパントリー」を
通じて、必要な住民の
皆様へお届けさせてい
ただきます。」と話しま
した。
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女性 だより女性 だより

　女性組織では、リサイクル活動・環境活動の

一環としてアルミ缶の回収をしています。今年度

上期分として集まったアルミ缶は、９０キロとな

りました。

　又、環境に優しいエコ商品の一斉推進運動で

は、紙管なしトイレットペーパー１０７ケース・わ

かくさティッシュ４７セットの実績となりました。

　これも日頃

より会員の皆様のお声掛けにより実現で

きたことです。皆様のご協力に感謝を申し上げます。

　コロナ渦の中、更には危険を感じる暑さの日が続いて

いますが、お体ご自愛頂き、これからもできる活動をこ

つこつ重ねて行きますので引き続きのご協力をよろしくお

願い致します。
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　認知症介護は、介護する側にとって負担が大きく、ストレスを抱え込んでしまいがちです。

「認知症のせいだとわかっていても、つい感情的になってしまう」「そんな自分が情けなく、

疲れ果ててしまった」・・・・こんな気持ちになることは不思議な事ではないのです。

大切な家族と思い、苦しくなることが多いのです。認知症の方を介護するのは決して簡単で

はありません。介護する方が非常に強いストレスを感じてしまうケースもあります。介護で

追い詰められないために３つの考え方を意識してみてください。

認知症介護で大切な事認知症介護で大切な事

　元気なままでいてもらいたいから、一生懸命介護をすることはあると思いますが自然な老化や

どうしようもないことなどはたくさんあります。介護する方の努力だけではどうしようもないこ

ともたくさんあります。そんな時に自分自身を追い詰めないようにしてください。あるがままを

受け入れ、がんばり過ぎなくていいんだとまずは「ご自身」に優しくすることが第一です。

　「他人に任せることが不安」など様々な思いで介護をおひとりで抱え込まれるケースも少なく

ありません。でも、きれいごとだけではすまないのが介護です。どろどろとした不満ややりきれ

ない気持ちはあってあたりまえです。弱音や愚痴を少しずつでも「きちんとこぼす」ことは、実

は認知症介護にはとても大切な事です。介護の愚痴や弱音を吐きだせる場所を作ることも大切で

す。外部との関係が気薄になってしまわないように意識しましょう。外部のサービスなどに介護

の一部を任せることがむしろ望ましい姿なのです。

　認知症介護が辛いのは「先が見えないから」だと言われています。しかし実際には、必ず終わ

りの時がやってきます。認知症は進行していくもの。自然な老化も終わりの時があるのです。ど

のような症状にも「おわり」があります。先々を考えて暗い気持ちになるのではな

く「今」何ができるのかという視点で日々の介護と向き合ってみてくださいね。

３つの心得などを書きましたが、一番大切なことはたった一つ。
認知症の方を支える「あなた自身」が笑顔でいられることです。

1.頑張りすぎない1.頑張りすぎない

2.抱え込まずに周囲に弱音を吐く2.抱え込まずに周囲に弱音を吐く

3.「今」だけをかんがえる3.「今」だけをかんがえる

　クリスマス前に毛糸を使ってクリスマスリース制

作をしました。皆さん、頑張って毛糸を巻き付けリースの土

台を作りました。飾り付けをしリースが完成すると、「家に飾

ろう」などと嬉しそうに話されていました。

クリスリスマスリースリース作りました！作りました！
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